
忘
れ
ら
れ
た

　
　
　
遺
跡
遺
物
の
発
掘
（
二
）

一
、
酒
豪
矢
田
宗
閑
の
墓

　
場
所
　
南
石
垣
墓
地

は
無
類
の
酒
好
き
で
、
生
前
か
ら
酒
樽
の
墓
石
を
つ
く
ら
せ
て
い

た
そ
う
で
あ
る
。

　
彼
は
、
文
敬
二
年
八
月
十
三
日
に
他
界
し
た
が
、
高
さ
二
米
ほ

ど
の
堂
々
と
し
た
墓
石
は
、
四
斗
樽
に
大
盃
を
か
ぶ
せ
樽
の
下
に

二
個
の
盃
を
据
え
た
奇
抜
な
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
無
傷
で
残
っ
て

い
る
。
樽
の
正
面
に
宗
閑
、
裏
に
、

　
七
十
ま
で
　
朝
夕
の
み
し
盃
を
　
笠
に
か
ぶ
り
て
　
死
出
の

　
旅
か
な

と
い
う
時
世
の
句
が
彫
り
こ
ま
れ
て
い
る
。

　
文
久
四
年
に
亡
く
な
っ
た
息
子
宗
智
も
、
父
の
墓
の
側
に
同
じ

酒
樽
型
の
墓
を
た
て
て
い
る
。

　
人
様
の
お
墓
を
好
奇
の
目
で
眺
め
る
の
は
ど
う
か
と
思
わ
れ
る

が
、
石
造
美
術
と
し
て
価
値
と
、
敢
え
て
こ
の
よ
う
な
お
墓
を
作

ら
れ
た
ほ
ど
の
故
人
で
あ
る
か
ら
宥
恕
く
だ
さ
る
も
の
と
思
う
。
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　ゝ

山
頂⊆］

一助･

　
実
相
寺
山
の
山
頂
の
小
高

い
盛
り
土
の
上
に
建
て
ら
れ

た
巨
大
な
板
碑
は
、
俗
に
儒

御
前
の
塔
と
い
い
伝
え
ら
る

板
碑
で
、
別
府
市
に
現
存
す

る
板
碑
で
は
最
大
の
石
造
美

術
品
で
あ
る
。

　
正
面
上
部
に
薬
研
彫
の
種
子
バ
ク
（
釈
迦
如
来
）
が
あ
り
、
形

式
は
南
北
朝
時
代
の
も
の
と
云
わ
れ
る
。

　
か
つ
て
、
実
相
寺
山
の
東
屋
に
、
慶
長
五
年
に
焼
失
し
た
と
い

わ
れ
る
旧
実
相
寺
が
あ
り
、
そ
の
境
内
と
お
ぼ
し
き
所
に
今
も
あ

る
南
北
朝
形
式
の
宝
箇
院
塔
（
前
号
参
照
）
や
馬
場
（
水
車
）
の

地
に
残
っ
て
い
た
永
享
石
蝋
二
四
三
〇
）
と
永
正
板
碑
（
一
五

こ
ハ
）
（
別
府
市
有
形
文
化
財
・
神
和
苑
蔵
）
は
、
儒
御
前
板
碑

と
同
じ
く
旧
実
相
寺
に
関
係
深
い
遺
物
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
陽
御
前
板
碑
は
、
弘
化
二
年
の
『
鶴
見
七
湯
廼
記
』
に
、

　
「
（
実
相
寺
山
）
又
山
頂
に
石
塔
有
り
て
梵
字
ほ
の
か
に
見
る

（
俘
囚
へ
汪
秀
利
）

-j/
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の
み
　
月
日
杯
も
見
え
ね
ば
い
か
な
る
も
の
と
も
詳
に
分
り

　
　
が
た
し
　
古
老
の
口
碑
に
侍
た
る
は
　
賜
御
前
の
塔
と
の
み

　
　
云
　
此
名
こ
れ
あ
る
塔
諸
国
杯
も
又
あ
ま
た
有
と
か
や
　
俗

　
　
に
傅
ふ
る
處
　
佳
久
の
頃
曾
我
兄
弟
の
仇
工
藤
を
討
た
る
と

　
　
き
　
大
磯
の
賜
と
云
う
遊
女
曾
我
祐
成
が
妾
た
り
し
が
　
貞

　
　
操
有
し
を
哀
み
て
其
追
福
に
建
て
た
り
と
も
い
へ
り
　
又
或

　
　
説
に
は
昔
は
寅
待
と
云
う
を
し
て
　
願
望
成
就
の
後
寅
の
塔

　
　
と
て
建
し
も
の
有
と
も
云
り
　
今
の
世
に
庚
申
を
待
て
猿
田

　
　
彦
の
塔
を
起
る
の
類
也
も
し
と
も
云
り
・
：
」
と
書
か
れ
い
て

る
し
、
同
書
の
挿
し
絵
に
も
山
頂
に
板
碑
が
描
か
れ
い
て
る
。

　
板
碑
の
大
き
さ
や
そ
の
風
格
か
ら
み
て
、
南
北
朝
時
代
の
も
の

　ご考　-､…･･　.゛･;｀ﾀﾞ1………i

ぷ|

|

ﾆ

､

‘

漕

,

9

で
あ
る
こ
と
が

確
定
す
る
な
ら

ば
、
永
享
、
永

正
の
石
造
建
造

物
と
も
に
市
の

文
化
財
に
指
定

し
て
永
く
保
存

三
、
「
対
岳
楼
」
門
と
矢
田
梅
洞
の
墓

日
に
生
ま
れ
た
。
天
保
十
四
年
賦
宜
園
で
淡
窓
に
学
び
、
嘉
水
二
・

四
年
遊
学
し
て
蘭
学
を
修
め
た
。
同
五
年
兄
孝
治
の
医
業
を
継
い

だ
が
、
文
久
三
年
「
対
岳
楼
」
開
塾
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
同

塾
で
は
郷
土
の
人
材
を
数
多
く
輩
出
し
た
。

　
門
は
、
か
つ
て
矢
城
谷
に
面
し
て
高
い
石
垣
の
石
段
を
登
っ
た

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
矢
田
家
の
正
門
で
あ
り
、
「
対
岳
楼
」
へ
の
門

で
も
あ
っ
た
。
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石
垣
地
区
は
、
都
市

計
画
の
区
画
整
理
の
た

め
古
い
建
物
が
ほ
と
ん

ど
姿
を
消
し
た
今
、
矢

田
家
の
こ
の
門
が
古
い

時
代
の
面
影
を
残
す
数

少
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

　
　
「
矢
田
梅
洞
君
墓
」

は
中
石
垣
墓
地
東
の
矢

田
家
墓
地
に
あ
る
。
墓

碑
銘
は
現
在
で
は
判
読

が
困
難
で
あ
る
の
で
、

矢
田
孝
雄
氏
の
著
書
「
矢
田
家
の
あ
ゆ
み
」
よ
り
転
載
し
た
。

梅
洞
矢
田
君
墓

勤
按
翁
字
希
一

揖
精
読
梅
洞
矢

　､、　　j

……　　
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田
連
之
第
三
子
天
資
穎
敏
強
記
弘
化
嘉
永
之
交
従
廣
瀬
淡
窓
及
旭

荘
学
咸
宜
園
業
大
進
最
長
詩
文
且
善
和
歌
遂
任
副
都
講
後
遊
歴
廣

嶋
熊
本
長
崎
修
医
術
蘭
学
帰
家
施
治
名
馨
振
四
方
文
久
突
亥
招
聘

長
三
州
之
父
梅
外
開
私
塾
不
幾
翁
代
専
監
督
教
授
来
執
賛
者
前
後

二
百
余
名
知
名
之
士
亦
不
斟
明
治
庚
午
日
田
斜
四
郡
教
授
役
勤
務

丁
丑
會
西
南
戦
役
全
閉
熟
已
卯
雷
選
大
分
餌
會
議
員
翌
年
東
遊
辛

巳
築
邸
以
居
之
矣
翁
為
人
剛
毅
厳
正
夙
志
王
事
陶
子
弟
淳
々
適
法

講
書
流
暢
聴
者
不
知
倦
好
遇
客
談
時
事
維
新
以
来
書
郡
区
村
政
奴

教
育
医
事
勘
業
功
業
顕
著
徳
望
益
々
高
又
資
公
益
川
全
殼
築
道
路

架
橋
梁
宮
府
表
彰
其
善
行
屡
々
不
陽
銀
盃
木
盃
賞
状
明
治
廿
六
突

巳
五
月
廿
一
日
卒
適
孫
胤
雄
嗣
家
享
年
六
十
七
以
綴
葬
先
螢
之
次

　
銘
日

　
豊
南
之
山
　
遍
々
施
々
　
豊
南
之
水
　
溶
々
此
々
　
爰
葬
偉
人

　
永
嬉
其
美

前
大
分
斜
師
範
学
校
教
諭
　
　
　
　
　
宇
都
宮
遠
山
　
篆
額
題
書

孝
孫
陸
軍
一
等
軍
医
正
七
位
勲
五
等
　
矢
田
胤
雄
謹
撰
謹
書

四
、
常
盤
崎
加
藤
新
六
墓

　
場
所
　
鉄
輪
い
で
ゆ
坂
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プ
ル
ス

　
塔
身
正
面
に
常

盤
崎
加
藤
新
六
墓
、

左
面
に
時
津
風
内

九
州
頭
取
、
右
面

に
明
治
二
十
六
年

三
月
穀
旦
・
諸
弟

子
共
立
焉
、
台
座
に
世
話
人
三
十
三
人
、
裏
正
面
に
豊
岡
村
石
工

村
井
茂
一
、
基
礎
に
四
十
一
名
の
名
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
塔
の
傍
ら
に
由
来
を
示
す
次
の
よ
う
な
説
明
板
が
あ
る
。

「
九
州
頭
取
と
は
、
周
辺
数
ケ
町
村
の
相
撲
興
行
権
を
も
っ
た
元

　
締
め
を
表
し
て
い
る
。
加
藤
新
六
は
、
と
き
わ
や
旅
館
の
二
代

　
目
当
主
、
大
正
十
年
（
一
九
二
回
八
十
三
才
で
死
去
。

　
　
『
と
に
か
く
体
格
が
よ
く
、
豪
放
屁
落
な
人
だ
っ
た
。
相
撲
が

　
飯
よ
り
好
き
で
常
盤
崎
は
そ
の
醜
名
で
、
大
相
撲
を
招
い
た
り
、

　
相
撲
好
き
を
集
め
て
田
舎
相
撲
を
打
っ
た
り
、
引
退
し
た
関
取

　
が
湯
治
に
く
る
と
よ
く
面
倒
を
見
て
い
た
。
』
と
古
老
は
語
る
。

　
　
こ
の
墓
は
い
わ
ゆ
る
納
骨
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
遺
徳
を

　
偲
ん
で
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
」

　
ま
た
、
南
鉄
輪
村
と
相
撲
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
宝
暦
六
年
の

古
文
書
に
、
「
両
鉄
輪
・
北
石
垣
・
平
田
・
北
中
五
か
村
の
牛
馬

が
よ
く
通
る
南
鉄
輪
村
の
廣
渡
で
は
地
獄
の
悪
風
（
硫
化
水
素
）

の
た
め
に
、
多
く
の
牛
馬
が
死
亡
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
五
か

村
評
議
の
う
え
廣
渡
に
大
将
軍
神
宮
を
勧
請
し
て
祀
っ
た
と
こ
ろ

害
が
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
い
ら
い
毎
年
七
月
五
日
に
五
か
村
で
祭

り
を
行
い
、
鶴
見
社
の
宮
司
を
招
い
て
祈
祷
し
、
願
成
就
の
た
め

に
相
撲
を
興
行
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
南

鉄
輪
村
で
相
撲
が
盛
ん
に
な
る
の
は
、
こ
の
大
将
軍
官
の
奉
納
相

撲
に
か
か
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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五
、
永
福
寺
下
の
石
像

　
風
呂
本
　
一
　
　
い
で
ゆ
坂

Ｉ
　
　
～
＼

ｒ
や
嶮

斤‾7‾y

　
新
装
な
っ
た
渋
湯
温
泉
の

裏
、
永
福
寺
下
の
石
垣
に
み

か
げ
石
に
彫
り
込
ま
れ
た
二

体
の
像
が
あ
る
。
二
つ
の
痛

に
一
体
づ
つ
浅
く
彫
ら
れ
た

僧
形
の
ま
ん
丸
い
顔
を
し
た

素
朴
な
像
で
あ
る
。
野
積
み
の
石
垣
に
囲
ま
れ
て
、
と
も
に
袖
の

長
い
僧
衣
を
ま
と
っ
て
合
掌
し
て
い
る
の
が
よ
く
わ
か
る
。
二
体

は
、
佛
で
あ
れ
ば
地
蔵
で
あ
ろ
う
か
。

お
そ
ら
く
、
一
遍
上
人
が
開
祖
と
い
わ
れ
る
時
宗
永
福
寺
（
旧
松

寿
寺
）
で
あ
る
か
ら
、
上
人
に
関
わ
り
の
あ
る
遊
行
聖
の
お
姿
と

考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。

　
石
像
と
は
関
係
な
い
が
、
貝
原
益
軒
の
「
豊
国
紀
行
」
に
こ
の

界
隈
の
記
述
が
あ
る
の
で
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
Ｔ
・
熱
湯
の
上
に
か
ま
え
た
る
風
呂
有
　
病
者
こ
れ
に
入
り
て
乾

　
浴
す
　
又
其
遁
に
川
有
　
瀧
有
瀧
の
高
さ
二
開
半
ば
か
り
病
人

　
是
に
打
た
れ
て
浴
す
　
其
西
の
山
際
所
々
に
地
獄
と
称
す
る
所

　
多
し
　
鬼
山
と
称
す
る
は
古
き
穴
あ
り
て
下
り
み
る
　
其
穴
の

　
底
熱
湯
わ
く
事
其
音
恰
も
雷
の
響
き
の
如
し
…
」
　
　
（
入
江
）

－124 －


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6

